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平
和
利
用
論
持
ち
込
む

米
国
の
原
爆
投
下
で
敗
戦
を

受
け
入
れ
た
日
本
は
、
今
日
の

「原
発
国
家
」
に
至
る
道
を
米

国
に
付
き
従

っ
て
歩
い
た
。
そ

の
先
に
、
史
上
最
悪
の
原
発
事

故
が
あ

っ
た
。
菅
政
権
は
米
国

人
の
専
門
家
を
首
相
官
邸
に
招

き
入
れ
、
対
応
策
を
練
り
上
げ

た
。
日
本
が
頼

っ
た
の
は
、
や

は
り
米
国
だ

っ
た
。

「長
期
的
国
策
を
」

原
発
国
家

ｏ
日
本
を
振
り
返

る
に
欠
か
せ
な
い
中
曽
根
康
弘

（
９３
）
の
政
治
人
生
は
、
米
国
抜

き
に
は
語
れ
な
い
。

米
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

が
国
連
総
会
で

「
ア
ト
ム
ズ

・

フ
ォ
ー

・
ピ
ー
ス

（原
子
力
の

平
和
利
用
）
」
を
唱
え
た
の
は

１
９
５
３
年
。
ソ
連
が
水
爆
実

験
に
成
功
し
、
米
国
は
慌
て
て

い
た
。
原
発
を
積
極
的
に
輸
出

し
て
経
済
支
援
す
る
こ
と
で
米

国
の

「核
の
傘
」
を
広
げ
る
世

界
戦
略

へ
の
転
換
だ

っ
た
。

衆
院
当
選
４
回
、
３５
歳
だ

っ

た
中
曽
根
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

に
魅
せ
ら
れ
た
。

「原
子
力
は

２０
世
紀
最
大
の
発
見
。
平
和
利

用
で
き
な
け
れ
ば
日
本
は
永
久

に
４
等
国
に
甘
ん
じ
る
と
思

っ

た
」
と
著
書
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

で
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
の
年
、
中
曽
根
は
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に

招
か
れ
た
。
主
催
は
の
ち
の
国

務
長
官
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
。
２２

カ
国
か
ら
４５
人
が
集
ま

っ
た
。

そ
の
後
、
中
曽
根
は
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
寄
り
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
バ
ー
ク
リ
ー
校
の

原
子
力
研
究
者
、
嵯
峨
根
遼
吉

に
出
会
う
。
そ
こ
で
最
先
端
の

原
子
力
技
術
に
触
れ
た
。

「長

期
的
な
国
策
を
確
立
し
ろ
」
と

説
か
れ
、

「
日
本
も
ボ
ヤ
ボ
ヤ

し
て
は
い
ら
れ
な
い
と
痛
感
し

た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

吉
田
茂
が
講
和
条
約
に
調
印



1945年             |■
8月 6日 広島に原爆投下
9日 長崎に投下
15日 ポツダム宣言を受諾、日本敗
戦

1947■|‐
    ‐  ‐ ・  ‐11‐

4月 25日 中曽根、総選挙で初当選
1951■F                   

‐
      |||

9月 8日 対日講和条約、日米安保条約
調印

12月 20日 米国が世界初の原子力発電に
成功

1953生F                         ‐||||

7月 3日 中曽根、ハーバード大のセミ
ナー参加で渡米

8月 12日 ソ連が水爆実験に成功
12月 8日 米大統領 アイゼ ンハワーが

「ア トムズ・ フォー・ ピー
ス」演説

19541F       ‐  ‐   | ■  |‐ |  ‐  ||‐ ||

3月 1日 米国水爆実験で第五福竜丸が
被曝 (ひばく)

4月 3日 日本初の原子力予算が成立
12月 25日 政府、原子力平和的利用海外

調査団を派遣

1955年   ||  ‐‐ ■   ■|■ |

7月 20日 海外調査団が報告書提出
8月 8日 ジュネープで第 1回原子力平

和利用国際会議

1956■| 
‐     ‐      ■

1月 1日 原子力委員会が発足

し
、
日
本
が
独
立
を
回
復
し
て

２
年
。
軽
武
装

・
経
済
優
先
の

吉
田
は
、
憲
法
改
正
や
再
軍
備

を
唱
え
る
中
曽
根
の
目
に

「対

米
従
属
」
と
映

っ
た
。

一
方
で
米
国
か
ら
期
待
さ
れ

る
こ
と
を
喜
ん
で
も
い
た
。
中

曽
根
は
９６
年
の
著
書
で
自
ら
を

招
請
し
た
米
国
の
狙
い
に
つ
い

て

「吉
田
的
な
も
の
に
こ
の
ま

ま
日
本
が
流
れ
て
い

っ
て
は
い

け
な
い
。
新
し
い
政
治
家
を
育

て
な
け
れ
ば
と
考
え
た
ん
だ
と

一
思
う
」
と
分
析
し
、
吉
田
的
政

治

へ
の
対
抗
心
を
み
せ
た
。

対
米
従
属
を
嫌
い
な
が
ら
も

ど
こ
か
で
米
国
に
認
め
ら
れ
た

い
。
戦
後
日
本
の

「
二
面
性
」

に
も
が
く
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。

「キ
ノ
コ
雲
見
た
」

「原
発
」
に
こ
だ
わ
る
原
点

は

「原
爆
」
の
キ
ノ
コ
雲
を
見

た
こ
と
だ
―
―
中
曽
根
は
の
ち

に
何
度
も
公
言
し
て
い
る
。

４５
年
８
月
６
日
朝
。
中
曽
根

は
海
軍
軍
人
と
し
て
広
島
か
ら

１
５
０
計
の
四
国

・
高
松
に
い

た
。

「西
の
空
に
も
の
す
ご
い

大
き
な
入
道
雲
が
も
く
も
く
と

上
が
る
の
が
見
え
た
」

「
こ
の

時
私
は
、
次
の
時
代
が
原
子
力

の
時
代
に
な
る
と
直
感
し
た
」

そ
の

「原
点
」
を
裏
付
け
る

材
料
は
乏
し
い
。
高
松
で
約
６

０
０
人
の
戦
争
体
験
談
を
集
め

た
喜
田
清
（
７８
）
は

「キ
ノ
コ
雲

を
見
た
人
に
会

っ
た
こ
と
は
な

い
」
。
市
に
も
記
録
は
残

っ
て

い
な
い
。

５４
年
３
月
に
提
出
さ
れ
た
日

本
初
の
原
子
力
予
算
も
、
野
党

改
進
党
の
予
算
委
理
事
だ

っ
た

中
曽
根
が
主
導
し
た
と
言
わ
れ

る
。
中
曽
根
は
国
会
で
原
子
炉

調
査
費
２
億
３
５
０
０
万
円
の

積
算
根
拠
を
問
わ
れ
、

「濃
縮

ウ
ラ
ン
は
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
２
３
５

だ
か
ら
」
と
爆
笑
を
誘

っ
た
。

少
数
与
党
の
吉
田
政
権
が
修
正

要
求
を
丸
の
み
し
て
予
算
は
成

立
。
中
曽
根
は

「原
子
力
の
重

腰
性
を
考
え
、
断
固
と
し
て
高

進
し
た
」
と
胸
を
張

っ
た
。

だ
が
、
実
は
中
曽
根
は
中
心

人
物
で
は
な
か

っ
た
。
原
子
力

予
算
の
構
想
は
、
直
前
に
あ

っ

た
改
進
党
秋
田
県
連
大
会
か
ら

帰
京
の
車
中
で
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
創
始

者
の
斎
藤
憲
三
や
、
の
ち
に
法

相
と
な
る
稲
葉
修
ら
が
描
い
た

も
の
だ

っ
た
。
中
曽
根
は
そ
こ

に
い
な
か

っ
た
。

「自
分
が
や

っ
た
み
た
い
な

こ
と
ば
か
り
言

っ
て
る
が
、
う

ま
い
こ
と
し
た
ん
じ

ゃ
な
い

か
」
。
原
子
力
行
政
の
重
鎮
で

あ
る
島
村
武
久
は
、
歴
史
検
証

を
目
的
に
官
僚
ら
の
証
言
を
集

め
た

「島
村
研
究
会
」
で
中
曽

根
を
そ
う
評
し
て
い
る
。

政
界
の
階
段
を
駆
け
上
る
に

つ
れ
、
中
曽
根
は
原
発
推
進
で

も
絶
大
な
影
響
力
を
振
る

っ
て

い
く
。
原
子
炉
技
術
も
原
子
力

行
政
の
制
度
も
当
初
は
米
国
か

ら
の
借
り
物
だ

っ
た
が
、

「自

立
し
た
国
家
」
を
掲
げ
る
に
は

原
発
を
主
体
的
に
導
入
し
た
と

み
せ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
い
つ

し
か
、
日
本
社
会
は
自
力
で
原

子
力
を
制
御
で
き
る
と
過
信
し

た
。
私
た
ち
が
そ
れ
に
気
づ
く

の
は
、
初
の
原
子
力
予
算
か
ら

５７
年
後
の
３
月
１１
日
で
あ
る
。

．

＝
肩
書
は
当
時
、
敬
称
略

（冨
名
腰
隆
）
▼
１
面
参
照
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中曽根康弘編
□

中
曽
根
康
弘
と
二
人
三
脚
で

原
発
を
導
入
し
た
人
物
が

い

る
。
３３
歳
年
上
の
正
力
松
太
郎

だ
。
読
売
新
聞
と
日
本
テ
レ
ビ

を
率
い
た
戦
後
復
興
期
の

「
メ

デ

ィ
ア
王

」
が
担

っ
た
役
割

は
、
日
本
社
会
の
原
子
力

へ
の

抵
抗
感
を
や
わ
ら
げ
る

「世
論

対
策
」
だ

っ
た
。

湯
川
博
士
を
起
用

中
曽
根
は
１
９
５
５
年

１０

月
、
国
会
の
原
子
力
合
同
委
員

会
の
委
員
長
に
就
任
し
た
。　
一

方
、
翌
年
１
月
に
発
足
し
た
政

府
の
原
子
力
委
員
会
の
初
代
委

員
長
に
就
い
た
の
が
、
５５
年
２

月
の
総
選
挙
で
６９
歳
で
初
当
選

し
た
メ
デ
ィ
ァ
界
の
大
物
、
正

力
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
、
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
て
国

民
的
人
気
の
高
か

っ
た
湯
川
秀

制

を
原
子
力
委
員
会
の
委
員
に

起
用
す
る
た
め
奔
走
し
た
。

正
力
は
当
時
、
朝
日
新
聞
の

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に

「
で
き
る
だ

け
大
物
ば
か
り
を
入
れ
る
」
と

表
明
。
中
曽
根
は
日
本
学
術
会

議
会
長
で
東
大
総
長
と
な
る
茅

訓
司
の
自
宅
に
赴
き
、
湯
川
起

用
に
理
解
を
求
め
た
。

国
内
は
朝
鮮
戦
争
の
特
需
景

気
に
わ
く

一
方
、
５４
年
３
月
の

は
調
“
嗽
麟
願
報
は
電
賭
精
商

情
は
高
ま
り
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
東
京
で
開
か
れ
、
原

子
力

へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
強
か

っ
た
。
国
民
が
納
得
す
る

「原

子
力
の
顔
」
を
ふ
た
り
は
探
し

求
め
て
い
た
。

正
力
の
秘
書
だ

っ
た
萩
山
教

厳
（
７９
）
は

「中
曽
根
さ
ん
は
正

力
先
生
を
訪
ね
て
は

『
正
力
閣

下
』
と
呼
ん
で
慕

っ
て
い
ま
し

た
」
と
言
う
。
中
曽
根
は
自
ら

の
国
会
演
説
が
ソ
連
を
批
判
し

た
と
社
会
党
か
ら
批
判
を
浴
び

て
議
事
録
か
ら
削
除
さ
れ
る

と
、
正
力
に
頼
ん
で
読
売
新
聞

に
全
文
を
掲
載
し
て
も
ら

っ
た

と
著
書
で
明
か
し
て
い
る
。

正
力
は
戦
前
、
警
察
官
僚
だ

っ
た
。
共
産
党
員
の

一
斉
摘
発

を
指
揮
し
た
こ
と
も
あ
る
。
原

発
に
よ
る
経
済
発
展
で
共
産
主

義
の
拡
大
を
防
ぐ
思
想
も
持

っ

て
い
た
。
米
国
は
ヽ
正
力
が
米

国
の
専
門
家
を
招
い
て
原
子
力



1953年              .|
8月 28日 初の民間放送として日本テレビ

が開局

1954年 |        ■

1月 上日 読売新聞が原子力連載を開始
3月 3日  中曽根らが初の原子力予算を提

案。翌月成立

1955盗
「
              

‐       ■ |‐  ■

2月 27日 衆院選で正力が初当選
5月 9日 米国の原子力平和使節団が来日
11月 1日 東京で原子力平和利用博覧会が

開幕
11月 15日  保守合同が実現し、自民党誕生
11月 22日 正力、鳩山内閣の原子力担当相

に就任
12月 16日  原子力基本法など関連法が成立
195641                  1111 1・

1月 1日 原子力委員会が発足。正力、委
員長に就任

1957生F             ‐‐ ‐      | ■| 11‐  ‐

7月 10日  正力、岸内閣で科技庁長官に就
任

8月 27日 茨城県東海村の実験炉で日本初
の「原子の火」がともる

1959■F           I    
‐ ‐   ‐   | ‐| ‐

5月 12日  昭和天皇が国際見本市で米国製
原子炉を視察

6月 18日  中曽根、岸内閣で初入閣。科技
庁長官に就任

1969生F    
‐              ‐

10月 9日 正力、84歳で死去

を
ア
ピ
ー
ル
し
た

「原
子
力
平

和
使
節
団
」
や
、
読
売
新
聞
主

催
の

「
原
子
力
平
和
利
用
博
覧

会
」
に
協
力
し
た
。
読
売
新
聞

は
、
原
子
力
の
将
来
性
を
訴
え

る
連
載

「
つ
い
に
太
陽
を
と
ら

え
た
」
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
た
。

昭
和
天
皇
も
視
察

正
力
に
は
、
政
治

へ
の
野
望

が
あ

っ
た
。
高
齢
を
跳
ね
返
し

て
政
界
を
駆
け
上
が
る
た
め
に

「原
子
力
」
を
旗
印
に
し
よ
う

と
考
え
た
。
５５
年
２
月
に
故
郷

の
富
山
２
区
か
ら
立
候
補
し
た

時
の
公
約
は

「原
子
力
の
平
和

利
用
」
。
秘
書
の
萩
山
は

「
田

舎
の
支
持
者
は
ピ
ン
と
来
な
か

っ
た
」
と
振
り
返
る
。
巨
人
の

選
手
も
動
員
し
た
が
、
次
点
と

２
７
１
票
差

の
初
当
選
だ

っ

原
子
力
委
員
長
の
執
務
室
は

首
相
官
邸
に
構
え
た
。
窓
ガ
ラ

ス
は
汚
れ
、
じ

ゅ
う
た
ん
は
ほ

こ
り

っ
ば
い
。
職
員
の
庄
子
小

枝
子
（
８９
）
は
ビ
‐
ル
会
社

の
景

品
を

コ
ッ
プ
と
し
て
使

っ
て
い

た
と
振
り
返
る
。
正
力
は
そ
れ

で
も

「
官
邸

」
に
固
執
し
た

が
、
首
相
の
座
は
遠
か

っ
た
。

科
学
技
術
庁
長
官
の
正
力
は

５７
年
８
月
、
日
本
初
の
原
発
運

営
会
社
の
形
態
を
巡

っ
て
民
間

主
導
を
主
張
し
、
国
家
主
導
を

唱
え
る
経
済
企
画
庁
長
官
の
河

野

一
郎
と
対
立
し
た
。
中
曽
根

は
河
野
派
だ

っ
た
。

「
風
見

鶏
」
と
呼
ば
れ
る
中
曽
根
が
こ

の
と
き
、
正
力
に
肩
入
れ
し
た

形
跡
は
な
い
。

正
力
は
民
間
に
原
発
の
運
営

を
任
せ
る
こ
と
で
押
し
切

っ
た

が
、
実
力
者
に
刃
向
か

っ
た
代

償
と
し
て
政
治
的
立
場
を
弱
め

る
。　
一
方
の
中
曽
根
は
５９
年
に

初
入
閣
。
や
が
て
河
野
派
の
大

半
を
引
き
継
い
で
中
曽
根
派
を

旗
揚
げ
し
、
首
相

へ
の
足
が
か

り
を
つ
か
む
。

５９
年
６
月
、
正
力
は
昭
和
天

皇
を
後
楽
園
球
場
に
迎
え
た
。

長
嶋
茂
雄
が
サ
ヨ
ナ
ラ
弾
を
放

つ
天
覧
試
合
で
、
プ

ロ
野
球
は

黄
金
時
代
を
迎
え
る
。

そ
の
前
月
、
昭
和
天
皇
は
東

京
で
の
国
際
見
本
市
で
米
国
製

の
研
究
用
原
子
炉
を
２
層
の
階

段
を
上

っ
て
の
ぞ
き
こ
ん
だ
。

経
企
庁
長
官
の
世
耕
弘

一
は

「陛
下
も
ご
覧
に
な

っ
た
ん
だ

か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言

っ
て

自
ら
が
総
長
を
務
め
る
近
畿
大

に
こ
の
原
子
炉
を
購
入
し
た
。

原
爆
投
下
か
ら
１４
年
、
第
五

福
竜
丸
事
件
か
ら
５
年
。
日
本

の
大
衆
社
会
の
原
子
カ
ア
レ
ル

ギ
ー
は
か
な
り
払
拭
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
正
力
が
入
閣
す
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。

５０
年
余
が
過
ぎ
、
原
発
事
故

に
よ
る
電
力
不
足
で
プ

ロ
野
球

は
節
電
対
策
の
や
り
玉
に
挙
が

っ
た
。
東
京
ド
ー
ム
の
巨
人
戦

は
例
年
よ
り
２
割
ほ
ど
暗
い
。

一
角
に
あ
る
野
球
殿
堂
の

一
番

手
前
に
掲
げ
ら
れ
た
正
力
の
レ

リ
ー
フ
も
、
以
前
よ
り
陰

っ
て

い
る
。
＝
肩
書
は
当
時
。
敬
称
略

（
山
岸

一
生
）


